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「伝統的な言語文化Jを理解させるための

季語指導に関する考察

一一幽大学生を対象として一一一

石塚 市多

はじめに

俳句がわが闘を代表する文芸形式の一つであり，伝統的合言語文化を代表する存患であること

はいまさら言うまでもあるまい。閏語科の授業においても，俳句は小学校かち高校まで111揺はく必

ず扱われる重要な学習材となっている O また，俳句は今やわが闘の伝統的な脅詩文化を趨え，

rI-IAIKUJとして広く諸外|詣でも受け入れられてもいる口m

では，その俳句の学習の意義はこれまではどのように受けとめられてきたのだ拾う凸その代表

的な慨を見てみよう白たとえば，小学校での俳句指導の実践を数多く手がけた青木幹謁Ij:，r俳句

の学習(指導)側値jとして以下の10点を指摘する。

① 俳句は短い口俳句はリズムがある自これが，読みやすお p

もつ者がる Q

やすさ，そして 1 n音締に

俳句(j:短くて，読みやすいがp を主らえると kはかならずしも容易では辛い。この

抵抗も一つのメリット Q

③ 俳句は詩である。俳句を読むこと，作ることによって詩!惑を養い，詩心(うたごころ)

を育てることができる O

④俳句表現には，ことばの省略，文脈の屈折が多い。これを理解や表現につなぐことがで

きる O

⑤俳句の表現には 諸種の比u食や飛躍が多く用いられている O

⑥ 季語の理解と使用を契機に，季節と季節の動き，季節の動きから季感へと，関心を広げ

ることができる O

⑦句の意味を理解したり趣を感じとるために，想像をはたらかせ，連惣をあしらって読む

ことが要求される。

③ 短詩型であること，季語その他の制約があるために，⑤を選ぴ¥省略をする。それが表

現の飛躍や，屈折につながるなど，散文では学びにくいレトリックを学ぶことになる O

① 理解や表現に即し，言語感覚を，具体的に養うことができる O

⑬ 俳句を作ることがきっかけに去り，作文に不得意志子どもも，書けるようになる G 俳句

をたしなむ主婦が随筆を書くようにをる例はすくなくない口ω
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青木はこれらの俳句指導を，物語を読むことと俳句の創作を連動させる指導に展開し， Iごんぎ

つねjを読んで俳句を作る授業をおこなっていった。

もう一人，小学校での俳句指導の権威者である藤井閤彦は「俳句の教材性」を例匂を示しなが

ら，次の12J，互にわたって示している白

l 苦節についての理解がなされる O

あたらしい本を読むときもんしろちょう

2 リズム惑が養われる。

かぎぐるまひとつのこらずまわってる

3 文法の用法について考えることができる G

をりとりではらりとおもきすすきかな

4 諾の適切な選択の学習ができる O

大小のまかよくならんだいもよITI

MLのなかよくならんだ甘藷畑

5 文r.1=lにおける誇JI阪の働きに注目する白

はめてみるガラ丸の指輪夏祭り

りガラ λの指輪はめてみる

6 諮i議の拡充ができる臼俳句の季語は，そのものが諮棄を形成している O

'7 ftIJ翻の機能に気づかせるc

パ兄1寄りてj試さわやかな法隆寺

パスを[!誇りてj駄がさわやかな道栓法隆寺へ行ったQ

a 意味の輸関について考えさせる白

j請)虫.¥.:tJ;党カすまわっている。

勝航機悩みだんだん消えていく

9 比11命表現について，その効果を考えさせ使い方になれさせる。

蛍能中は都会の夜のよう

101疑声・擬態語の働きと用法の学習ができる O

もろこしの赤い毛ごわごわ新学期

11 言葉と言葉の響き合いに気づかせる O

卒業歌窓辺を小鳥飛び立てり

12 I省111告Jについて考えさせる O

二宮金次郎の銅像青空に立つコスモスの花

金次郎の銅像校庭にコスモスl咲く

金次郎像校庭の秋ざくらω

以上，二つの典型的な俳句学習(指導)の例からその学習のあり方を概観した。いずれも学習

者個人の創作活動を前憶とし，最終的には学習者に創作者としての意識を持たせようとしている
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ように見受けられる。もちろん，俳句の学習である以上，近代以降の俳句観により，制人の創作

活動に主眼をおいて授業がなされることには伺-ら問題はないかもしれない。しかし，はたして緋

匂の学習とは，最終的に俳句愛好者や俳人予備寧の増加を目指して行われるべきなのだろうかa

学習者には，創作よりもむしろ国際化されている伝統的な言語文化としての「ハイクJを控史的

に系統立てて国際社会に向けて「語れるjことの方が重要ではなかろうか。「作れるjこと，すたと

わち創作はあくまでもその応用段階としてあるべきだと考える白

製作重視の俳句指導の故蕃を考えるにあたり，その指導を文学教背に再度立ち返って考え直し

てみた場合，そこにはどのような学習が考えられるだろうか。たとえば榛吉正の雷う，

言語文化としての文学には，伝統・{云本と創造・発見の二つの契機の共存的性格が見いだ

される Qi4i

といった文学教育の意義や，大相i和彦が今自的国語教育の課題として指摘する，

① 人関が社会的金存在であるこ左と関わっている a

国語科教育においても， r人と人との幹を結ぶことはなの教育を自覚的に進めていく必襲が

ある。そのためにはv 国語科の授業においても，学習者と学饗者がキIII1JLにかかわり合う学

習?言動を組織し，そのなかで「かかわり合いの言語技櫛jを学ばせていくようにしたいα

② ことばと認識との深い結びつきを忘れないようにしたいといラこと a

③ 文化の事|室恭主創造の問題である凸(5)

の3点iこ通じることがら者主IlJlとして)mi匂の学習が計前される

習情動が必要主なるのだろう Q

どのよう 内務や学

ただたんに五 e七 a五の者手fiで日本語を詑べただけでは俳句にはならないことは?当然である q

それでは「この芝生λるべからず警視庁Jとp 先の藤井氏が学習者の創作例として挙げている

「かざぐるまひとつのこらずまわってるjとではどこが異なるのか。かたや標語であり，かたや俳

句だと断言できる根拠はどこにあるのだろう O その明瞭な説明が教室で学習者に提示されないと

したならば，俳句の学習はそこで自ずから閉ざされてしまうであろう o 俳句はすでに社会的に認

められている文芸分野であるので 改めて民語科の授業内その文学性を丁寧に説明する必要はな

いというのでは，学習者にとってはかなり乱暴な話になってしまう O

実際に俳句という文芸形式が簡便であるため，創作しやすく俳句愛好者が他の文芸に比較して

多いことも事実である Oω そのため，ともすれば俳句は誰にでも容易に創作できるものであり，

創作こそが俳句の学習(指導)の最終目標と思われがちなのも無理はない。しかし，俳句の学習

で最優先されるべきは，世界で最も短い詩としての俳句がなにゆえに日本の言語文化として発生

し，定着してきたかについての正しい理解と実感を学習者に体系的にもたらすことであると考え

るO それこそが湊氏の言う「伝統Jr伝承jや大槻氏の言う「文化の継承jにつながる文学教育と

しての俳句の学習のあり方であろう O

五，七ー五の韻律と季語と切れ字という形式だけを学習者に暗記させ，とりあえず創作させる

だけで，わが閣の伝統的な言語文化を明確に意識させるような俳句学習(指導)は実現できまし」
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学習者に俳句のどの要素に注目させることで，俳句への輿味・関心が高まり，改めてわが国の

伝統的な言語文化への理解を深めていけるのか そうした配慮を加えた学習こそがより充実した

俳句の学習を保寵するはずである O

ここでは，大学生を対象にして，俳句の「季語Jに注目させ，それへの実感を抱かせるような

授業を試行し，そうした季語への実感が，わが国の伝統的な言語文化への興味・関心を持つ契機

にどのようにつながるかを考察した。

1 季語の「案!惑jを持たせることの重要性

ある大学の韻文学科，の 2年次の学生44名にたいして「俳句指導で必要と思われることがらjと

いう質問をしたところ，以下のような回答を得た。

第l伎は「季語jで32名(72.7%)，次いで、五，七宅五の音数が26名 (59.1%)，以下，作者の心

情など句の背景が21名 (47.7%九切れ字が6名 03.6%)，字余り 3名 (6.8%)となった。この

ことは俳句では「争諮jの知融が不可欠であることが，一般的な理解となっていることを示して

いる Q 同じ集|到に「春の季節を表す言葉を三つ挙げ者さいjという質問をしたところ，

桜 34名

梅，うぐいす，たんぽぽ 7名

叩くし 6名

挑 4事i

e菜の花=入学 3名

著作=卒議 e立挙手 p ふきのkう.~陸=春風雪議あけほの 2名

風光る・節分・ j腕月・白魚・はこべ・せり・雲雀・花見・春一番・新芽・霞・早春

蛤.111笑う・*田植え・*山吹 l名 (*は季節外や季語でないもの)

という結果となった。この結果は，俳句での f季語Jの重要性は知っていても，実際に季語を自

分の務委主としては獲得できていないことを示しているといえよう O

また，次のデータは，同じ大学の国文学科の昨年度の 2年次の学生40名にたいして， rあなた

の知っている俳句を lつ挙げその作者名も書きなさいjという課題への回答である O この団答者

は全員が将来1:1=1等教育の国語科教員を目指している O ところが，その自答を見るといかに突然の

質問とはいえ，かなり乏しい結果になっている O

これらの回答者は，少なくとも小学校から高校までの間に数回は俳句の授業を受けてきており，

しかも，図文科に進学しているのだから，ある程度国語に対する興味・関心も高い学生たちのは

ずである白その学生にしてこうした実態なのである。こうした俳句の個別の作品に関する知識が

定着していないのは，たんに学留者の学力・能力による問題だと結論づけてしまってはなるまい。

むしろ，このデータは小学校以来再三にわたって学習してきたはずの俳句の学習が，学習者にあ

まり定着しないままで大学生になってしまっている実態を示しているのである O おそらくは多く
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古池やかはづ飛び込む水の音 15名(苗蕪10名 一茶 4名 不明 l名)

五月雨を集めて早し最上)11 6名(芭蕉 6名)

閣かさや岩にいみいる蝉の声 6名(芭蕪 6名)

夏草や岩にしみいる 1名(珪蕉 1名)

夏草や兵者どもが夢の跡 2名(芭蕉 l名・不明 l名)

柿食へば鐘が鳴るなり法隆寺 2名(子規 l名・不明 1名)

春の海:ひねもすのたりのたりかな 1名(燕村 1名)

かさねとは八重撫子の名なるべし l名(自蕪 1名)

やせ蛙負けるな一茶ここにあり l名(一茶 l名)

回答不能 5名

鳴かぬなら鳴くまでまとうほととぎす 1名

松島ゃああ松島や松島や 2名

の社会人の俳句に関する知識もこの程度であろうと推測できる。

こうした結果にたいしては，名句の暗記を徹底し奇いために起きるのであり v 小学校などで、さ

らにi暗記害賠唱を徹底すれば解決するという考え方を持ち出すのはあまりに短絡的であろう O た

しかに名句を数多く暗記していれば，イ自の匂を解釈するときにも深みのある解釈につながる可能

性は否定でき奇い Q しかし，おそらくこの学生たちも小学校や中学校では大いに晴晴香.lたはず

である口ぞれが数年を経て全くと言っていいほど記4憶から消えでしまっているのはなぜなのだろ

うaおそらくは覚えた俳句が学習者の現実と密接に連闘していなかったために蕊れられてしまっ

たと考えちれる。生漉学習の観点からも，俳句の知識の学溜者への定着は大切な fl~11麗Tある。

季語は，和歌では「季の題J，俳諾では「四季之詞」とされ，重視はされていたものの，近代俳

句における扱いのように厳正ではなかった。「季語Jという呼称、は明治41年に大須賀乙字が初め

て使ったものであるという。(7)

連句での発句に挨拶性が求められたために，客は当然季節と連句の場について神経を払うよう

になった結果，季節を表す語が重視されるようになったとされる。また，季語はわず、か17音の俳

句にあっては句の享受者にたいして強いイメージをもたらし，句に詠まれた情景の理解を助ける

はたらきもする O そこで 季語の知識は俳句愛好家にとって必須とされるのである口季重なりの

句が難しいとされたり，忌避されるのは， 17音のなかに 2つ以上の季語を盛り込むと季語による

イメージが錯綜して享受者に混乱をもたらすためである。反面，そうした季語によるイメージの

限定が俳句の文学性を損なうと考える立場も生まれ，無季自由律運動が展開したわけであるO

季語の{云統には当然和歌の季題の伝統が前提となっている O 季語を理解していくことは，俳句

のみならず和歌の伝統をも理解する道筋につながる O つまり，日本の古典の韻文を理解するには

季語にたいする理解は不可欠であり，かりにその知識が欠如したまま俳句や短歌を創作したとし

ても，たまたま専門家に認められる作品が出てくることがあるかもしれないが，それは個性の向
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題であり，教育の成果として期待できるものは少ない。

宮坂氏は季語を和歌の伝統よりさらにさかのぼって見直すべきだと提唱し， r季語が生み出され

た，あるいは生み出される感動の原点に立ち返り，実体に触れることが必要なのではないカか、(ω8ω}

とj述主ベる G 俳句のたんなる決め事としてのみ季語を捉えることは，季語の持つ本質を媛小化して

しまうことにつながると言うのである O 季語の理解は，文字通り「語jの理解ーであるから語義指

一環にすぎないとする狭院な先入観を脱した季語に関する学習(指導)なくして，充実した

俳句の学習はもたらされないと考える G

生活実感につながる「季語J学審の実際

先lこ宮;俊民が述ベたように季語の実感を学習者に定着させるには，授業にどのような工夫が求

められるのだろうか。かりに識特記を聞かせて知らない季語を諾棄として調べさせても，学官者

たちにその実感は生まれまい。大切なのは学習者の f発見」に裏付けられた「季語」を獲得させ

ることである G

2 

のようなワ日夕シ白トを与え，(図 1) そこでg 先の調査対象となった学生たちにたいして

① i割分がひかれた自然の光景の樹{象を掲る

@ その断{象から「季語Jを見つけ出して調べる

(号 その考書籍を用いた例句を調べる

@ その光景にひかれた部自を書く

その間イ裂をJtvこして俳句か短歌を創作する

を保しJ，:: v iうt

私
の
見
つ
け
た
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」

(
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百
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(図 1) 
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大学の国文学科の学生が対象でもあったため，ゴー jレデンウイ{ク中の各自の自主的私学習と

したが，対象が児童・生徒の場合には，さらに縮かく学留活動を分けて実施する必要があると考

える O

①のような身の回りの季節感を感じた光景を酒橡を撮ることは以前は機材の関係でなかなか|議

難を伴う学習活動であった。しかし近年は携帯電話のカメラ機能が相当充実していうえに，プリ

ンターも性能が高くなっているので，特別奇機器の用意などは必要なし学留者にとっては抵抗

感なくできる比較的簡慢な活動なのである G ③については，学習者が出会，った事務に関して，

易に「春Jr夏」などとただ季節名だけを答えて終わりにしないよう，歳時記や辞警での調べ学習

も必要となるように留意した。①で例匂を探させる学翠を用意したのもそのためである口@にぜつ

いては，根拠を示して「書くことJが求められる課題となっている。⑤については，今i副のワ

クシ{トには，実際に大学生がどの程度の創作が可能か調べるために付したがF この課題の図的

からすると児童‘生徒の場合に実施する場合は不要であると考える o

次に学生の回答の一部を示しつつ， r季語Jに突惑を持つことについてi検証する。

たん(f.(ま ! 

わトトの駐輪場でタンポポの綿毛を見つけました。弘主記詑盗ゑ半島ぷ!

いて気にもとめない場所にも春が訪れているのを感じるとともに 1 飛んでいく | 

綿毛を見て，今の商分の心境と重在るものを感じました。(I・ K

春の鳳，春'1¥昔LA.r
…地味な一枚ですが春の風に吹かれて生命が運ばれているんだなと感じ，この

様に目立つ訳でもない一枚をとりました。 (K.S) 

例句 春をしむ人や榎にかくれけり 蕪村

片町やさらされ来るや春の風蕪村

自作句 春の風一粒生命(いのち)運んでく

春をしむまた次の春へ旅にでる

青葉

…ふと窓から外を眺めみると 外の桜の木がいつの関にか緑になっていること

に気がつきました。 (S. y) 

関蹄

普段何気なく通っている土手にたくさんの榔燭が咲いていることに気づきまし

た。 (K.Y) 

自作句 土手に咲く色とりどりの蹄燭の花
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菜の花

桜が挟j 少し散りかけていた頃に，学校へ行く途中，菜の誌がとても鮮やか

な色をしていることに気づきました。

自作匂 i藍のそば菜の花の黄よ庸くんで

これらの「たんぽぽJr春の風Jr青葉Jr騨燭Jr菜の花jに共通している点は，学習者たちが

「季語jに目を向けることで，日常生活における語棄を見つめ直している点である O つまり「季

語jの探紫が榛氏の言う「発見Jを学習者にもたらしているわけである O とくに，カメラとの達

部がそうした「発見jへの注意力を喚起していることは， r春の風jの「目立つ訳でもない一枚j

というようなコメントからもうかがえる O こうした「発見Jは，文学における「異化作用J~こも

通じ(9)学習者にたいして文学の行為そのものへの実感をもたらすことにもつながっていると考

えられる O 学習者たちはこの「発見jの繰り返しにより，自身の生活環境を丁寧に見つめる視産

を育むことにもなる O 俳諾の季語には，そうした教育的な機能があることは，早く江戸時代にも

指捕されていた。 (0)

鮮のほり

蕗

藤

山 (0I T) 

している操子が繰の悔のようにも思えたのでこの匂ができまし

た。 (0'M) 

自1'1ド勾 帰省してill!えてくれた蕗の海

醸の花のまわりを掻!蟻が嫌っていましたむその光景が，蜜!蜂が藤の花の満開を

祝ってお服ふはほゑ必ミ見えました。 (1 . H) 

自作匂 !咲き鋳る藤波見んとみつばち踊る

r:鰭!のぼりJr蕗Jr藤jのコメントに共通して見られるのは「比輸J表現である O 学習者は俳句

の創作以前に需要請についてコメントすることで?すでに創作活動の第一歩を実践する O そしてそ

のよ七輪が俳句の創作活動にも治かされていることは， r鰻のほり jでは「滝jに， r蕗jでは f蕗

の海Jに警「藤Jでは「藤波見んとJと匂に詠み込まれていることからうかがえよう D その季節の

をとらえさせ?そこからさらに季語を抽出させてコメントを番かせる学習によって，学習者

はより効果的に光景を書くことで伝えるために，文学の表現技法を自然と用いるようになり，そ
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れを創作活動にも効果的に活かそうとするようであるo このことは 俳句の創作を学習者にいき

なり要求するよりも，季語について調べたり，理解を涼めることが，創作活動においても効果的

であることを示していると考える O

桜

桜

…まだこちらの山里では桜が咲いていて，春を二度味わえた気分になりました。

(0・C)

自作句 五月 11青~1-桜はほほえむ毘の春

寄付昼間の緩埼玉く人でにぎわっている光景之はまた違う，朝方のj此諜く，討i;もい

ない風景の中，花を満開にしている桜に思わずシャッターを向けーでいました。

(S • M) 

自作歌 静かさに色を添えたる朝桜 かがやく水i高のキャンパス絢に

晩春

:rE 

時りの桜が散ってしまって三台接見i主主_\~ど台 t:. 1) 1台。でも自分のそんな

思いと裏腹桜の花は躍と力強く|咲いている左ころに自分は;心打たれました臼

(0. y) 

l詩作句 鴎春に壊と咲きける桜花

部活の練習， ミスをしてポールが木の茂みのなかに入ってしまった。奥まで潜

って探していたところ，木の陰に自く小さな花がひっそりと咲いているのを発

見したO ミスに落ち込んでいた私の目には条件の悪いところでも賢明に生き，

小さくともきれいな花を咲かせたこの植物がとても健気に映り，なんだか励ま

されたように感じた。 (1. S) 

自作匂 暗がりに名もなき花の咲きゐたる

ここに示したのは，すべて日本を代表する「季語Jの一つである「桜jについてコメントされ

たものである D もしも「桜」という題で創作活動を課していたら，学習者たちにここまでの|隔の

ある桜のイメージが浮かんだであろうか。傍線部のようなコメントは，各自が主体的に粧を見つ

め直したからこそ，出てくるものであろう D この他にも「桜 小さ奇花びらの一つ一つに生命

力を感じられます。 (K. A)Jというコメントもあるなど，桜という存在自体を丁寧に見つめ直

している実態がうかがえる O しかも， UJ里の桜に二度目の春を感じたり，人気のをいなか咲く桜

にyi自するなど，俳句の創作以上に学習者の「発見Jが{足されていることがわかる。
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「俳句ライブjの活動を通して俳句指導を実践する夏井いつきは，俳句ライブでの創作で提唱す

る「取り合わせjによる作句についての批判に対して，

この方法 (f取り合わせJ)は言葉を弄ぶんじゃないかと O 俳句というのは，何かに感動に

ぶち当たって，その感動をきちんと語らせなければならないのではないかと O 学校現場での

指導は，その頑留な思い込みとの闘いなんです。

NHK教育テレピ「天才テレピ君ワイド，俳句大賞Jの兼題の一つが「たんぽぽjたった

のだが，驚いたことに fたんぽぽは綿毛になって旅をするjという一言一匂変わらない投句

が二百通(毎回三千通に及ぷ)t.'J、上も届いた。子供たちの感性に，牡蛎殻のようにこびりつい

てゆく関定観念にぞっとし，これが俳句ではないんだよと伝えて歩きたいと，そんな強い鶴

動にもかられた。(lll

ど述べる G まさに「牡蛎殻のようにこびりワいてゆく閏定観念jを払拭して，学習者なりの視座

を獲得。させるためにも， r季語Jを丁寧に学習させることは重要なのである O

おわりに

このように「季語jをまずは学留者に伝統的な言詩文化として現解を促し，再度，見つめ直さ

せたうえでF 創作活動につなげることが，俳句の学習(指導)をより充実させることにつながる臼

ただ f豊かな季節感Jというキャッチフレーズを教締がいくら声高に訴え，俳句は四季のある日

本ならではの言語文化であると解説しても，学習者はあまり共鳴しないだろう O それは，季節に

を拍くのは日本文化独自の感性ではなく，四季の変化も j昆帯地方に属する外国にもあ

ることは的ら はないことを学習者は直感しているからである Q 大切なことは?私たちの

祖先はある季節を語句によりとなう受けとめ，伝統的な言語文化として扱ってきたか，また現代に

生きる私たちは，それらの語匂をたんなる知識として死蔵するのではなく 実感を持ちつつ自己

の間紫として獲得したうえで，どのように自己の言語生活で再生していくかを考えさせることで

ある O 山下直は，

学t望者にti典の世界を身近に感じさせるためには，古典の諾棄を単に知識として習得させ

るのではなく，学習者自身の中に既に備わっている語棄と古典の語棄とのつながりを視野に

納めて，指導を行うことが必要ということになるだろう o

と述べ， r吉今和歌集』を用いつつ，そうした諾葉指導の重要性を検証している o ロ)この指摘に

ある f117典Jを「季語Jに置き換えて考えれば，今回の検証とまさに重なる O 創作活動は学習者

に自身の務執から新たな表現をつむぎ出そうとする視座がなくては，せっかく創作させても，夏

井氏の指摘のようにfI歪|定観念Jに縛り付ーけられた「月並みjな作品で終わってしまう O 児童・

生徒たちがi翠務教育を通して，そうした無味乾燥な創作活動を再三繰り返すことは，むしろ俳句

を忌避する人材を育成することにもつながりかねまい。

「季語jの学習は諾紫・知識獲得だけの接小な学習にとどめず，学習者が実感を持って自身の周
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辺の環境に自を向けるようにすべきである。学習者に季語という「ことばJそのものを発見する

契機を与えることで，彼らが伝統的な言語文化と積極的に向かいあえるようになるからである O

今回はその出発点における試行を示したが，今後はこれを足がかりとして，系統性のある俳句指

導の開発を検討していきたいと考える O
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